
情報教育部会 授業実践 中学校

１年理科 「水溶液A～Hの正体をつきとめる思考過程を説明しよう」

◎学習目標

・水溶液の性質を正確に理解し，実験結果から水溶液A～Hの

正体をつきとめる思考過程を説明する。（理科）

・収集した情報をどのように活用すべきかを考える。（情報教育）



実験方法

・呼気をふきこむ
・冷やす
・においをかぐ
・リトマス紙の変化
・蒸発させる
・亜鉛をとかす

水溶液の種類

・石灰水
・アンモニア水
・食塩水
・砂糖水
・硝酸カリウム水溶液
・エタノール水
・塩酸
・酢酸

情報収集 前
時





情報収集

本時の課題
もし，一人でこの水溶液
の正体をつきとめるには
どのような順番で実験を

行えばよいか

前
時



ロジックツリー
を知る

水にとけない
→デンプンだ！

こげる→砂糖
こげない→食塩

短時間なのは
水に溶かす方か？

本
時

だ！



ロジックツリー
を作る

所要時間の目安安全性 呼気を吹き込むことは
可能か？

所要時間の目安を参
考にしよう効率性

においだけで判別は
可能か？信頼性

本
時



操作化

協働化

ロジックツリー
の効果

可視化

本
時



考察・発信
生徒の感想から・・・ 本

時


